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ＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈ ユーザーズガイド 

第 3 版  2011 年 6 月 発行 

 

１．概要 

ＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈは、ＥＦＰ－Ⅰ本体に装着して使用するＥＦＰ－Ⅰ本体専用パラレル書込み 

ユニットです。別売のＥＦ１ＣＮＴ－９６Ｐユニットのコネクタ変換機能を使用することでＥＦＰ－Ｓ２ 

本体との接続が可能となります。 

ＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈを使用することにより、ルネサスエレクトロニクス製Ｍ１６Ｃ／６２Ｐグ 

ループのフラッシュメモリ内蔵ＭＣＵへの書込み、読出しができます。 

  またＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈには１２８ピン０．５ｍｍピッチＬＱＦＰ（ＰＬＱＰ０１２８ＫＢ－Ａ， 

１２８Ｐ６Ｑ－Ａ）用ＩＣソケットを実装しています。 

  図１．１にＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈの外形図を示します。 

 

 

     図１．１ ＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈ外形図 

 

   ２．ＥＦＰ－Ｓ２（ＥＦＰ－Ｓ２Ｖ）との接続 

ＥＦ１ＣＮＴ－９６ＰにＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈを接続し、ＥＦＰ－Ｓ２または、ＥＦＰ－Ｓ２Ｖ本体 

に接続します。 

図２．１にＥＦＰ－Ｓ２（ＥＦＰ－Ｓ２Ｖ）との接続図を示します。 

 

 

     図２．１ ＥＦＰ－Ｓ２（ＥＦＰ－Ｓ２Ｖ）との接続 
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   ３．ＭＣＵの挿入方向 

ＭＣＵを挿入するときは、ＥＦ３０６２Ｆ－１２８ＨのＩＣソケットの１番ピンとＭＣＵの１番ピンを 

合わせて挿入してください。誤挿入はＭＣＵに致命的な破損を引き起こしますので、十分ご注意ください。 

     図３．１にＭＣＵの挿入方向を示します。 

 

 

     図３．１ ＭＣＵの挿入方向 

 

   ４．対応ＭＣＵ一覧 

     表４．１にＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈの対応ＭＣＵ一覧表を示します。 

 

     表４．１ ＥＦ３０６２Ｆ－１２８Ｈ対応ＭＣＵ一覧表 

MCU ﾀｲﾌﾟ ﾒﾓﾘﾀｲﾌﾟ 対応 MCU 名称 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑﾒﾓﾘｴﾘｱ SW 

M3062xFCP 

ﾌﾗｯｼｭﾒﾓﾘ 

M30621FCPGP 
BOOT  : FD000h～FFFFFh BOOT 

NORMAL: E0000h～FFFFFh NORMAL 

M3062xFGP M30625FGPGP 
BOOT  ： FD000h～FFFFFh BOOT 

NORMAL： C0000h～FFFFFh NORMAL 

M3062xFHP M30627FHPGP 
BOOT  ： FD000h～FFFFFh BOOT 

NORMAL： A0000h～FFFFFh NORMAL 

［備 考］ 

   EF3062F-128H を使用する場合、下記の環境にてご使用ください。 

   <EFP-I 本体> 

    Monitor     Version   ：Ver.3.00.43 以上 

   <ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｪｱ> 

    WinEFP       Version   ：Ver.1.20.21 以上 

    EFPMCU32.TBL Version   ：Ver.E.02.59 以上 

 

   <EFP-S2 本体> 

    Monitor     Version   ：Ver.1.00.10 以上 

   <ｺﾝﾄﾛｰﾙｿﾌﾄｳｪｱ> 

    WinEFP2          Version   ：Ver.1.00.02 以上 

    EF3062F_128H.TBL Version   ：Ver.1.00.00 以上 

 

 

BOOT

NORMAL

1

MCU

1番ピン
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   ５．ＭＣＵユニットの清掃 

     ＭＣＵユニット上のＩＣソケットの接触不良を防止するために使用回数に応じて、定期的にＩＣソケット 

内の接触ピンをブラシ等で清掃ください。 

 

   ６．Ｂｌｏｃｋ Ｓｅｔ（ブロックセット） 

 Ｍ１６Ｃ／６２ＰグループのＭＣＵは内蔵フラッシュメモリを複数のブロックに分割化しており、各 

ブロック毎にロックビットと呼ばれるブロック書換え禁止ｂｉｔが設けられています。 

 ブロックセットコマンドはロックビットの参照および、設定を行うコマンドです。各ブロックのロック 

ビットをロックに設定することで、ブロックへの書込みおよび消去を禁止にすることが可能です。 

 

   ６．１ ブロックセット画面構成 

     ブロックセットコマンドの画面構成を図６．１に示します。 

 

 

図６．１ ブロックセットコマンド画面構成 

 

     １）Ｂｌｏｃｋ Ｎｏ.（ブロック番号） 

       各ブロックのブロック番号を表示します。 

     ２）Ｂｌｏｃｋ Ａｄｄｒｅｓｓ（ブロックアドレス） 

       各ブロックの先頭、終了アドレスを表示します。 

     ３）Ｌｏｃｋ Ｓｔａｔｕｓ（ロックビットステータス） 

       各ブロックのロックビット状態を表示します。 

        ロックビット状態表示内容＞ 

         *lock   unlock  ：ロック状態 

          lock  *unlock  ：非ロック状態 

     ４）Ｌｏｃｋ Ｂｉｔ Ｒｅａｄ（ロックビットリード） 

       ＭＣＵから全ロックビットの状態を読み出し、その内容に従ってロックステータスにロックビットの 

       状態を表示します。 

     ５）ＯＫボタン 

       ロックビット設定を行います。ロックビットステータス内でロック状態に表示（*lock   unlock）さ 

       れているブロックのロックビットをロックに設定します。 

     ６）Ｃａｎｓｅｌボタン 

       コマンドを中止します。 
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   ６．２ ロックビット設定操作手順 

     ブロックのロックビットをロックに設定する手順について以下に示します。 

      本項目では非ロック状態のロックビットをロック状態に設定する手順について記載しています。 

      ロック状態のロックビットを非ロック状態に戻す手順については７．１ ロックビット解除操作手順を 

参照してください。 

 

     手順１ ロックタイプの設定 

         ロックタイプパラメータはロックビットの設定を有効、無効にするパラメータです。 

         ロックタイプパラメータはＷｉｎＥＦＰのＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ Ｓｅｔｔｉｎｇダイアログ 

内のＵｓｅ Ｄｅｖｉｃｅ内に存在します。 

ロックタイプパラメータの設定が行われていない場合、ロックビットによるプロテクト機能が 

正常に行われませんのでご注意ください。 

 

 

図６．２ ロックタイプパラメータ 

 

         ※ロックタイプ設定内容 

          Ｌｏｃｋ ｂｉｔ ｅｆｆｅｃｔｉｖｅ：ロックビット有効 

 

     手順２ ロックビットの設定 

         ブロックセットコマンドを実行し、ブロックセットコマンドダイアログを表示させます。 

         ロックビットをロックに設定したい行でマウスをダブルクリックさせてロックステータスの表示 

を切り替えます。 

 

 

↓ マウスをダブルクリックした際の表示切替 

 

図６．３ ロックビットの設定 

 

         ＯＫボタンをクリックしブロックセットコマンドを実行します。 

         ロックビットによりプロテクト状態となったブロックへ書込み、およびブロック消去を行うと 

エラーが発生しコマンドを中止します。またＡｌｌ Ｅｒａｓｅ（全ブロック一括消去）コマンド 

ではエラーは発生しませんが、非ロック状態のブロックのみが消去されます。 
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   ７．Ｅｒａｓｅ（イレーズ） 

     イレーズコマンド内のイレーズタイプパラメータでブロック消去および、全ブロックの一括消去が行え 

    ます。イレーズコマンドのパラメータ入力ダイアログを図７．１に示します。 

     イレーズコマンドではデータ消去の他にロックビットのプロテクト解除も可能です。ロックビットによる 

   プロテクト解除方法については７．１ ロックビット解除操作手順を参照ください。 

 

 

 

図７．１ イレーズコマンドパラメータ入力ダイアログ 

 

     １）Ｅｒａｓｅ Ｔｙｐｅ（イレーズタイプ） 

       イレーズタイプパラメータ表示領域右側のドロップダウンリスト（下矢印をマウスでクリックすると 

      表示）内にはＡｌｌ Ｅｒａｓｅおよび各ブロックのアドレス領域（xxxxxxh～xxxxxxh）が表示されま 

      すので消去方法を選択してください。 

     ２）ＯＫボタン 

       イレーズコマンドを実行します。 

     ３）Ｃａｎｃｅｌボタン 

       コマンドを中止します。 

 

 

   ７．１ ロックビット解除操作手順 

      ロックビットによりプロテクト状態となったブロックの解除手順について以下に示します。 

 

     手順１ ロックタイプの設定 

         ロックタイプパラメータはロックビットの設定を有効、無効にするパラメータです。 

         ロックタイプパラメータはＷｉｎＥＦＰのＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ Ｓｅｔｔｉｎｇダイアログ 

内のＵｓｅ Ｄｅｖｉｃｅ内に存在します。 

ロックタイプパラメータの設定が行われていない場合、ロックビットによるプロテクト機能が 

正常に行われませんのでご注意ください。 

 

 

図７．２ ロックタイプパラメータ 

 

         ※ロックタイプ設定内容 

          Ｌｏｃｋ ｂｉｔ ｉｎｅｆｆｅｃｔｉｖｅ：ロックビット無効 

 

     手順２ ロックビットの消去 

         イレーズコマンドを実行し、イレーズコマンドパラメータ入力ダイアログを表示させます。 

         イレーズタイプパラメータをロックビットによりプロテクト状態となったブロックまたはＡｌｌ 

Ｅｒａｓｅを指定後、イレーズコマンドを実行します。 
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   ８．デバイスコマンドでのパラメータ入力 

     本ＭＣＵユニットで使用するＭＣＵはデータの書込み、読み出しをＷＯＲＤ単位で行います。 

     各コマンドのＳｔａｒｔ Ａｄｄｒｅｓｓには偶数、Ｅｎｄ Ａｄｄｒｅｓｓには奇数アドレスを入力し 

    てください。 

     またＳｔａｒｔ、Ｅｎｄ ＡｄｄｒｅｓｓにＷＯＲＤ単位以外のアドレスを入力した場合は、パラメータ 

エラーが発生しコマンドを中止します。 

 

 

   ９．ＥＦＰ－Ⅰ内蔵ＲＡＭの自動オフセットアドレス 

     ＥＦＰ－Ⅰ本体には５１２ＫバイトのユーザーバッファＲＡＭを内蔵しています。通常ＥＦＰ－Ⅰ本体は 

バッファＲＡＭの使用可能領域を０ｈ～７ＦＦＦＦｈに割り当てますが、本ＭＣＵユニットを使用する場合 

は自動で８００００ｈのＲＡＭオフセットが設定されバッファＲＡＭの使用可能領域を８００００ｈ～ 

ＦＦＦＦＦｈに割り当てています。 

 

※ＷｉｎＥＦＰウィンドウメニュー内の［Ｅｄｉｔ］内のコマンドは、８００００ｈ～ＦＦＦＦＦｈの 

      領域を設定してください。 

      自動オフセット設定のため、０ｈ～７ＦＦＦＦｈの領域は使用できません。 

     ※ダウンロード、アップロードコマンド等のＯｆｆｓｅｔ Ａｄｄｒｅｓｓパラメータに表示値を入力 

すると、“入力値 ＋ 自動オフセット値（８００００ｈ）”の値がバッファＲＡＭに対するオフセット値 

となります。 

    ※バッファＲＡＭのオフセットに関する説明はＥＦＰ－Ⅰコントロールソフトウェア ＷｉｎＥＦＰ取扱 

      説明書の５．１ オフセットアドレスの考え方に記載されています。 

 

 


